
関西大学 社会安全学部・大学院社会安全研究科
第６回 東京シンポジウム

企業・組織の“強靭化”をどう進めるか
～減災社会の未来構想～

平成27年12月11日〔金〕 13:00～17:30  （12:00開場）

関西大学東京センター

大都市が巨大災害に見舞われたとき、そこで一体なにが起きるのか。現況の想定や対策に、致命的な「死角」

は無いのか。「国土強靭化」の掛け声のもと、ともすれば社会インフラの拡大・増強にパワーシフトした感のあ

る日本社会において、あらゆる企業、あらゆる組織のレベルでこそ、ソフト面での「強靭化」策を実質化するこ

とが求められています。本シンポジウムでは、現在、様々な立場で研究と実践を展開している論者にご登壇いた

だき、減災社会を実現するための未来構想を、多角的に検討していきます。

関西大学社会安全学部ホームページからお申し込みください。http://www.kansai-u.ac.jp/Fc_ss/申込方法

定 員 ２００名（先着順 11/30締切 ※定員になり次第 受付を終了させていただきます） 参 加 費 無 料

【総合司会】 髙野 一彦 （関西大学社会安全学部 副学部長、教授）

「大都市圏の死角はどこか？ 企業が今なすべきことは？」
河田 惠昭 （関西大学社会安全学部教授、社会安全研究センター長）

「東日本大震災での津波被害を踏まえた今後の企業防災」
高橋 智幸 （関西大学社会安全学部教授）

「茨木・栃木の豪雨被災地域への支援と危機管理、BCP」
吉田 浩一

「新宿駅周辺地域のエリア防災の取組」
村上 正浩 （工学院大学建築学部准教授）

「事業所連携による災害時の医療救護体制の強化」
大庭 敏夫

パネルチェア

小山 倫史 （関西大学社会安全学部准教授）

パネリスト

高橋 智幸・吉田 浩一・村上 正浩・

大庭 敏夫・桑名 謹三 （関西大学社会安全学部准教授）

基調講演 13:05～13:55

事例講演 14：05～15：05 パネルディスカッション・質疑応答 15：25～16：55

学生によるパネル研究発表 12：00～17：30

東京都千代田区丸の内1-7-12 サピアタワー9階
〒100-0005

たかはし ともゆき

関西大学社会安全学部教授。
東北大学、京都大学、秋田大学
を経て2010年より現職。
専門は水災害。100を超える査読
論文に加えて、土木学会出版文
化賞などを受賞。
文科省や大阪府などの省庁およ
び自治体の防災に関する委員を
多数歴任。

高橋 智幸

■

■

■

■

13：00～13：05 開会挨拶 小澤 守 （関西大学社会安全学部長、教授）

15：05～15：25 休憩

16：55～17：00 閉会挨拶 小澤 守

桑名 謹三

くわな きんぞう

関西大学社会安全学部准教授。
日本興亜損害保険株式会社
（現損害保険ジャパン日本興
亜株式会社）にて企業向けの
保険商品の開発や自然災害を
含む巨大リスクの再保険処理
を担当。2014年より現職。
博士(環境学)。専門は保険論。

河田 惠昭
かわた よしあき
関西大学社会安全研究センター長・教授、工学博士。
専門は防災・減災。
阪神・淡路大震災記念 人と防災未来センター長。
京都大学名誉教授。

村上 正浩

むらかみ まさひろ

工学院大学建築学部まちづく
り学科准教授。
専門は都市防災、都市計画。
社会貢献学会理事、八王子市
都市計画審議会委員、墨田区
基本計画等有識者懇談会委員。
新宿駅周辺地域の防災まちづ
くりなどを中心に活動を展開
している。

吉田 浩一

よしだ こういち

株式会社ローソン コンプライア
ンス・リスク統括室兼 情報セ
キュリティ統括室室長。
内閣府 中央防災会議首都直
下地震避難対策専門委員、内
閣府 東京都帰宅困難者対策
検討会議幹事会委員などを歴
任。

大庭 敏夫

おおば としお

三菱地所株式会社 ビル運営
事業部主幹 兼 ビル安全管理
室副室長。
丸の内建替え計画に参画し、
安全設計ガイドラインの策
定等をおこなう。テロ、パ
ンデミック他、3.11以降は安
全管理と減災対策の全般を
担当。

（株式会社ローソン コンプライアンス・リスク統括室 室長
兼 情報セキュリティ統括室 室長）

（三菱地所株式会社 ビル運営事業部主幹
兼ビル安全管理室副室長）

《 関西大学大学院社会安全研究科進学説明会（個別相談） 12：00～12：50 》

小山 倫史

こやま ともふみ

関西大学社会安全学部准教授。
1975年生まれ。2001年京都大
学大学院工学研究科土木シス
テム工学専攻、修士課程修了。
2007年スウェーデン王立工科
大学（KTH）資源・水資源工学
科博士課程修了、Ph.D.
京都大学大学院工学研究科都
市社会工学専攻助教を経て
2014年4月より現職。専門は地
盤・岩盤工学。


